
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、

企
業
誘
致
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
経

済
活
動
に
甚
大
な
影
響
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。
企
業
活

動
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
働
き
方
が
実

践
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
と

同
様
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
環

境
が
あ
れ
ば
、
企
業
進
出
、

移
住
も
可
能
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

今
年
度
整
備
し
た
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
『
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
』
の
Ｐ
Ｒ
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
養
老
公
園
観
光
拠

点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
、
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

都
市
部
の
企
業
や
、
地
方
回

帰
に
興
味
の
あ
る
方
へ
の
働

き
か
け
を
行
い
、
企
業
進
出

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

橋
爪
・
大
跡
地
内
の
２
箇
所
で
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
通
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

行
わ
れ
企
業
立
地
に
も
有
効
な
状
況
で
あ
る
。

３
期

�年
、
一
貫
し
て
「
町
民
主
導
」
・
「
公
平
公
正
」

を
掲
げ
、
各
分
野
で
「
養
老
が
一
番
」
を
目
指
し
た
。

企業誘致推進は

本町の魅力発信を行う

町
長

町長の政治姿勢は

養老が一番を目指した

町
長

町
政
３
期
目
の
施
策
は
。

「
養
老
改
元

１
３

０
０

年
祭
」
の
開
催
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
、
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
ネ
ク
ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
創
設
に
よ
り
、
更

な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

町
内
全
地
区
で
の
地
域
自

治
町
民
会
議
を
設
立
し
、
地

域
住
民
全
員
と
行
政
が
互
い

に
協
力
し
、
よ
り
良
い
地
域

の
構
築
の
た
め
力
を
集
結
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
真

摯
に
向
き
合
い
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

「
目
の
前
の
変
化
に
適
応
し

つ
つ
、
そ
の
後
の
土
台
、
礎

を
創
る
」
そ
の
よ
う
な
使
命

を
果
た
す
た
め
、
最
後
ま
で

全
力
を
尽
く
し
た
い
。

本
年

�月
実
施
予
定
の

町
長
選
へ
の
出
馬
予
定
は
。

今
期
で
退
任
の
意
思
を

固
め
て
お
り
、
養
老
町
の
未

来
を
町
民
と
共
に
創
造
し
、

攻
守
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を

持
っ
た
人
物
に
奮
い
立
っ
て

欲
し
い
。
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問答

問答
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会

委
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注
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新
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予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

養老町が目指す農業基盤は

土地改良区の統合が基本方針

町
長

土
地
改
良
区
の
現
状
は
。

本
町
の
土
地
改
良
区
の

受
益
面
積
は
３
２
３
４

ha。

地
区
面
積
３
０
０

ha未
満
の

土
地
改
良
区
の
う
ち
重
複
・

重
畳
土
地
改
良
区
の
数
は
６

土
地
改
良
区
が
あ
る
。

土
地
改
良
区
の
賦
課
金

等
（
水
利
費
）
は
誰
が
支
払

う
べ
き
か
。

賦
課
金
は
組
合
員
が
負

担
す
る
も
の
で
、
土
地
改
良

法

�条
第
１
項
の
定
め
に
よ

り
「
定
款
に
よ
り
組
合
員
に

対
し
て
賦
課
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
こ
と
か
ら
徴
収

さ
れ
る
。

土
地
改
良
法
の
改
正
状

況
は
。平
成

�年

�月
の
土
地

改
良
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

「
准
組
合
員

制
度
」
が
創
設

さ
れ
、
土
地
所
有
者
と
耕
作

者
の
い
ず
れ
も
が
土
地
改
良

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

養
老
町
と
し
て
の
考
え

は
。

賦
課
金
等
の
負
担
は
、

双
方
の
話
し
合
い
に
お
い
て

分
担
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良

区
で
の
協
議
、
ま
た
、
土
地

所
有
者
と
耕
作
者
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
も
っ
て
決
定
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

養
老
町

農
業

基
盤

総
合
整
備
構

想
で
は
土
地
改
良
区
に

関

す
る

基
本
方

針
と
し
て

将
来
構

想
は
、
養
老
町
で
土
地
改
良

区
の
一
本
化
を
目
指
す
。

設
立
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト

は
。

１
つ
に
は
、
地
域
の
情

報
を
共
有
す
る
組
織
・
場
に

な
る
。
２
つ
に
は
、
広
い
視

野
・
大
き
い
ス
ケ
ー
ル
で
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
場
に

な
る
。
３
つ
に
は
地
域
に
と

っ
て
優
先
順
位
の
高
い
活
動

か
ら
実
行
で
き
る
。
更
に
平

常
時
か
ら
地
域
内
の
連
携
を

深
め
、
共
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
が
、
災
害
発
生
時
な
ど

の
非
常
時
に
大
き
な
力
と
な

る
。

補
助
金
等
の
内
容
は
。

地
域
総
合
活
動
交
付
金

で
は
、
地
域
選
択
事
業
者
と

し
て
各
種
団
体
に
交
付
し
て

い
る
補
助
金
等
を
一
括
し
て

交
付
す
る
も
の
で
、
地
区
町

民
運
動
会
開
催
費
補
助
金
、

老
人
ス

ポ
ー

ツ
大
会

助
成

金
、
親
孝
行
と
生
涯
学
習
を

進
め
る
ま
ち
養
老
の
町
民
会

議
支
部
活
動
推
進
事
業
補
助

金
、
体
育
振
興
会
補
助
金
の

四
つ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
特
色
は
。

地
域
課
題
の
解
決
の
た

め
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

地
域
総
合
活
動
交
付
金
の
中

に
地
域
協
働
事
業
費
を
設
け

て
、
地
域
選
択
事
業
費
に
加

え
て
交
付
す
る
。

設
置
団
体
は
４
地
区
で
こ
れ
か
ら
の
団
体
に
は
地
域
に
よ
っ

て
は
設
立
ま
で
の

ハ
ー

ド
ル
や

検
討

事
項
も
あ
る

中
で
、

個

別
に
相
談
に
応
じ
て
更
な
る
推
進
を
図
る
。

地域自治町民会議は

町条例に基づいた組織団体

町
長
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般
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大巻地内営農風景

地域自治町民会議パンフレットより


